
国立大学法人　静岡大学

第１８事業年度

決　算　報　告　書

自 ： 平成１８年　４月　１日

至 ： 平成１９年　３月３１日



区分 予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備考

収入
　運営費交付金 10,640 10,640 0
　施設整備費補助金 312 312 0
　船舶建造費補助金 0 0 0
　施設整備資金貸付金償還時補助金 0 0 0
　補助金等収入 37 96 59 ※１
　国立大学財務・経営センター施設費交付金 54 54 0
　自己収入 6,312 6,422 110
　　　授業料、入学料及び検定料収入 6,207 6,242 35 ※２
　　　附属病院収入 0 0 0
　　　財産処分収入 0 0 0
　　　雑収入 105 181 76 ※３
　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,211 1,993 782 ※４
　長期借入金 0 0 0
　貸付回収金 0 0 0
　承継剰余金 0 0 0
　旧法人承継積立金 0 0 0
　目的積立金取崩 178 300 122 ※５

計 18,744 19,817 1,073
支出
　業務費 13,058 12,572 △ 486
　　　教育研究経費 13,058 12,572 △ 486 ※６
    　診療経費 0 0 0
  一般管理費 4,072 3,843 △ 229 ※７
　施設整備費 366 366 0
　船舶建造費 0 0 0
　補助金等 37 96 59 ※８
　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,211 2,028 817 ※９
　貸付金 0 0 0
　長期借入金償還金 0 0 0
　国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 18,744 18,905 161
収入－支出 0 912 912

○予算と決算の差異について

　※８　※１に示した理由による。

  ※６  任用計画見直しによる教員人件費の減（202百万円）、退職手当の未使用（203百万円）のため。
  ※７  事務効率化による職員人件費の節減（201百万円）のため。

  ※９  ※４に示した理由による。

　※１　現代ＧＰ等補助金収入の増のため。
　※２　授業料、検定料収入の増のため。

　※５　計画の見直しによる増のため。

  ※３  科学研究費補助金間接経費受入額の増（36百万円）、JSTからの特許出願支援の増（16百万円）、
　　　特許実施料収入の増（11百万円）及び財産貸付料収入の増（7百万円）のため。

  ※４  想定以上の受託研究、共同研究の獲得並びに、寄附金収入があったため。

平成１８年度　　決算報告書

（単位 ： 百万円）

国立大学法人静岡大学

注：百万円未満の端数については、四捨五入で表示してあります。


